
























































































劃，想従中国的農村購買軍用米。当時，中国通貨膨脹彼厳重．公定免換率是一比五・五．但是実際免換率是一比一万，可 日本軍却要以公定免換率購国貝。在執行這項蛮横的購米計劃時，我何被派去作翻訳。即使是学生也要穿軍装，帯槍和子弾，全副武装。中国的農民当然不想売 而且即使想売，也没有，因為他何只剰下自己吃的那慶一点児。因此他例就説，「没有」「没有」。於是我例就抄家一直抄到住房裡，如果拒絶抄，我伺就用槍遍迫。我何学生何非常難受．我伺想自己並不是為倣這様的事到上海同文書院来学習中文的。我例嘗受到了一個 非常大的矛盾。位於愛知県豊橋市的愛知大学，這是以因日本戦敗而停緋的

















院に入学した方で、愛知大学開校以来、ここに勤めていますロ（池上談話）「一九四七年一月、授業を始め、私も中国語を教えました口元来、同文書院で教職にあった多数の先生が来る予定でした。しかし、三月になって数人のアメリカ軍人 学長室に来て『同文書院の先生をこれ以上採用 はならぬ』と言いました。当時、支那事変以後の同文書院の卒業生は、すべて教師になることを許されず 後になってアメリカ軍は また同文書院の教授の中で、院長、学科主任等の重要な職にあった者を追放の対象としました。この大学で、同文書院と少しでも関係の有る者は、私を含めて、わずか 人で大変減ってしまいした。アメリカ軍は東
E
同文書院を日本が中国に設けたスパ









生が果たした役割は、かなり大きなものがあります。日本の報道機関が、最初に北京駐在の記者を派遣した時、大部分の記者は同文書院の卒業生でした。日本の商社が北京に事務所を開設した時も同様でした。しかし、戦後から今日まで すでに三十八年経ち東亜同文書院の卒業生はつぎつぎ第一線を退きました。東亜同文書院の同窓会である福友会の会長は、元毎日新聞社社長田中香苗です。田中香苗は一九二五年書院に入学しました。（田中談話）「現在学校はなくなってしまいました。卒業生は毎年死んで行きます。しかし、中国を熱愛 る気持、中国と関係のある仕事をしたいという気持、そして全力をつくして最後までやり遂げたいという心意気は、決して今でも失っていません。現在の日中関係は経済方面に突出しすぎて ると言えます。これを改め、日本が文化方面でも何らかの務めが出来るようにすべきです。まさに、同文書院の創立者、根津一と荒尾精の考えと じです。我々がこのような仕事を ることは充分出来ますいかんせん、同窓会の人たちは、もう老齢 なってしまい
ました。これからの同窓会はしだ に消減 ようとしていす。私は現在、間もなく消滅する同窓会の会長です。」

















































1・•I ：定内院記念鰍 32 
〔中国語放送〕這裡有一本児旧日記，時間是一九二三年，舞台是中因。日記出自子親眼目賭了万里長城雄姿的日本学生何的筆下。（日記）「六月一一一日晴。今天按計画要去天津。但来到支那北部，不去長城量不遺憾。在這種想法的駆使下，我伺坐上了八点半的列車，前往八逮嶺。在青龍橋姑下車後，又乗座毛境車，約二十分鐘后来到了 達 ，即万里長域。目踏支那人祖先修築的這座宏偉的建築，使我浮想連期，遁思成吉思汗時代。然而再看今日民国，不禁使人想「国破山河在」這句古詩来。宏偉的長城曲折連綿，腕挺起伏，気勢携帯，一派千年不変的雄姿似乎在講述着中華民族歴経的盛衰与蒼桑 」這篇日記是東亜同文書院的四年級学生写的。東亜同文書院是設在上海 一所日本人的高等教育機構。従創建到日本戦敗，一直持続了四十年。該校的方針是要了解中国，井深入中因。在這個思想的指導下，学生伺写畢業論文要到中国各地倣調査，学生伺把官称之為一大旅行
〔日本語放送〕
ここに一冊の古い日記があります。時は一九二三年、舞台





















説道・・（村岡談話）「回首己経逝去的自己的八十年，我認為同文書院創始者伺的理想中最基本的一点就是日本人 中国人和陸相処，携手為亜洲和家郷的繁栄倣出貢献。如我 身也是一貫堅持這様倣 。」同文書院開設的課程有法律，政治，経済，還有中国政治和中園地理，中国的時事問題以及中文。
書院生たちはそれを大旅行とよびました。いま紹介した日記は大旅行の道中に書かれ、卒業論文とともに提出された書院生の日記なのです。
ラジオ日本、夏の特別番組「中国の大地をふんだ日本人学
生たち」、東亜同文書院の学生達が大旅行において、何を見て、何を考えたのかを放送いたします。この時間は書き残された日記をひもとき、彼ら 足蹟をたどってみたいと思います。なお 日記の表現には今から見ると不適切な箇所がありますが、原文をできるだけ そ まま使うこととさせて頂きます。上海、この地は十九世紀の半ばから、イギリスやフランス



















M 文書院記念鰍 34 

















猛烈に射撃をなし合っていて、沙面にはどうしても此河を遡らねば行けないそうだ。困った事になっ ものだ。折よくやって来た仙板に乗込んで愈々戦線突破だ。戦は尚、たけなわである。銃声又砲声は愈々勢 増して段々と響く 支那街





















に軍事探偵の疑いが深かったかを知る事が出来る。戦中ではありグヅグヅしていたら或は銃殺ものだったろう。」この日記の中に、書院生たちが軍事探偵の疑いをかけられていた記述がでてきます。一八九四年 日清戦争以降、日本は中国への軍事的侵出を深めていきます 中国 各地に姿を現す調査を行なっている書院生は、中国の人たちから見
ば、侵出してくる日本そのものと映ったの もしれません。理想とはうらはらに、中国の冷い視線を書院生たちは甘受しなけれ なりませんでした。
さて、日本は日露戦争と第一次世界大戦を通じて、中国での権益を拡大していきました。このような動きに対し、中国では日本に対する反感が高まり、日本 奪われた権益を回収しようとする動きが全土に湧きおこります。一九二三年の書院生の日記です。





















難的形像，他説・・（安津談話）「那個時候，明有精力考慮什度理想。中国在堅決抗日，日本則為了保護日僑不断地向右翼発展，那不是侵略 什歴陀？両国的情況我伺都看在眼裡，心裡覚得不是滋味児刷，既使有，也都是迫不得己被人利用。那個年頭是敢怒不敢言明。国為一旦憲兵知道了，就会被如上売国賊的帽子，遭到鎮圧。」同文書院的学生例渇望日中和陸相処 而現実中的両国関係却在向相反的方向発展。我何回過頭来，再看一遍一九二五年 一篇日記，乞描写了
四十期生の賀来揚子郎さん。一九四四年卒業、東亜同文書院の姿勢を、当時の大内暢三院長の中に見出していました。（賀来談話）「第二次上海事変の際、三十四期生が通訳従軍を命ぜられたとき、大内院長は最初は反対したのです。というのは、上海
事変の際、居留民から手伝えと言ってきたのを、大内院長は、「あずかった大事な子弟だから」と出さなかった。それで、居留民から非難を、つけたことがあったためです。軍に逆らって つぶされる時代だったので止むを得なかった。我々の間で「国のスパイをやろう」などと考えていたも は、ごく僅かだ たロまずいないと思う。止む 得ず利用されたというのが現実だと思います。」二十五期生の安津隆雄さんは一九二九年卒業、書院生の板
ばさみになった立場を、こうふりかえります（安津談話）「当時、理想像を描くひまはなかった 日本はぐんぐん侵略的におしていこうとするし、中 徹底抗戦を行ない、排目、排日であった。日本は兵隊を送って居留民の警備だとして、ますます軍事的におしてい ロ確かに侵略でしたよ。その情況を苦が苦が く見ていた。心の奥には批判的であっても、口には出せなかったロ憲兵政治で、もしも非国民だ 、しょっ引かれて売国奴だと断圧される だ 、口には出せない。」












































































網羅するものは、二十世紀前半の中国に関し は、こ 調査旅行以外ないだろうと思い す
。しかも半世紀以上ちかく成
果が蓄積されたという点では 世界最大級のスケールといえるでしょう。調査旅行は現在の中国を知るうえでも きっと役に立つと思 ので 。」







た。過去の反省をふまえ、それぞ が各分野で活躍することとなりました。ビジネスマンとして、教員として、ジャーナリストとして、作家 して 東亜同文書院 幕を閉じて五十年、卒業生たちは日本と中国と 橋渡 かかわり続けているのです。
ラジオ日本、夏の特別番組、この時間は、「中国の大地 踏





41 二つのNHKラジオ II 本政送
